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新任ごあいさつ

加茂市民俗資料館 館長 齋 藤  淳

昨年の 11月 、中滝孝明前館長のご退任に伴い、

20年 振 りに私は民俗資料館に帰つてきました。

私が文化財保護を担当した 1980年 代後半は、

まさにバブル経済の絶頂期。文化行政においては、

盛んに 「行政の文化化」(行政全般を人間性 ・地域性 ・

創造性 ・美観性などの文化的な視点から捉え直すこ

ラ
と)が 叫ばれ、芸術文化振興の気運が高まるととも

に、各地でハヨものが次々と造られ、「ふるさと創生

資金」による町おこし事業の展開に、各自治体がア

イディアを競つていました。

ちなみに加茂市では、加茂山観光開発の一環で実

施した 「野外彫刻展」にも資金の一部が充てられ、

当時設置された彫刻群は今も加茂山公園に文化の彩

りを加えています。
一方では、開発がどんどん進み、

変貌を遂げていく加茂市にあつて、「開発」を前にし

た 「文化」の肩身の狭さ、文化財保護行政の難 しさ

を感 じていた頃でもありました。

旧下条中学校の校舎を転用した当時の民俗資料館

は、現在の下条コミュニティセンターの場所にあり
―

ました。私の母校でもある下条中学校の中庭にあつ

たテニスコー トは、千葉県 ・検見川遺跡出上の二千

年前の種子から発芽した 「大賀ハス」の池と、加茂

が昔漢方薬の集散地であったことに因んで作られた

薬草園に、その姿を変えていました。
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新しいハス池を掘り終えて(昭和63年5月、現下条コミセン地内)

写真左から故中山隆夫口元公民館長、北村英雄・元民俗資料館長、

筆者、服部隆行。現温水プール参事、青柳芳樹。現福祉事務所長

そこへ下条体育センターが建設されることになり、

昭和 63年 5月 、「貴重な大賀ハスを枯らしたら大変

だ !」 とばかり、加茂農林高校の先生にご指導を仰

ぎながら、社会教育課職員総出で泥んこになつてレ

ンコンを掘 り出し、今度は別の場所に新 しい池を掘

つて堆肥を入れて、何とか無事に移植完了。夏には

以前にもまして鮮やかなピンクの大輪を咲かせるこ

とができ、
一同胸をなでおろしました。

苦心して移 したその新 しい蓮池も、下条コミュニ

ティセンターの建設に伴つて平成 4年 に、一部を残

して浄化センターに移され、その後千刈公園にも株

分けされて、途絶えることなく現在に至っています。

また資料館自体も、これに伴って現在の加茂山公園

内 ・旧図書館の建物に移転しました。

私が在籍 した当時、資料館では日々収蔵資料の台
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下条体育センターの建設が始まり、コンパク トに生ま

れ変わつた民俗資料館 (昭和63年 8月)

その後、下条コミュニティセンターの建設に伴つて平成6

年、資料館は加茂山の旧図書館の建物に移り、現在に至る。

帳作 りに追われていました。それ以前には、約八千

二百点と言われた、考古から民俗、山株 から漁労に

至る他に誇るべき豊富な収蔵資料を、学術的に分類

した台帳がなかったからです。 日本考古学協会会員

の川上貞雄先生には、文字通 り手取 り足取りのご指

導をいただき、整理作業の意義、展示資料をいかに

見せるか、そして、博物館の何たるかを教えていた

だきました。

また、資料館の創立に多大な尽力をされた横山旭

二郎初代館長 (平成 2年 御逝去)を 始め、加茂市文

化財調査審議会の釘々たる先生方からは、常に温か

いご指導とご支援をいただき、失礼な言い方をお許

しいただければ、「ご高齢の先生方がお元気なうちに、

何 とか貴重な資料を記録に留めなければ」、そして

「何とか、加茂市民俗資料館をいい博物館にしたい」

との一念で、日々の作業に励むことができました。

美術館であれ歴史博物館であれ、いい博物館に身

をおいた時、人は落ち着きと癒 し、あるいは知的興

奮と感動…等々、様々な感情がない交ぜになった、

何とも言えず心地よい、満ち足 りた感覚に捉われま

す。館の大小に関わらず、大人も子どもも何度でも

来たくなる、ずつとそこにいたくなる…そんな博物

館が理想だと思います。昭和49年 の創立以来、変

遷をたどりながらも皆様に親 しんでいただいた加茂

市民俗資料館。もう一度初心に帰って、いい博物館

を目指 していけたらと思います。たとえ我が民俗資

料館が、古い、ノJ さヽな博物館だとしても。

皆様のご指導を、よろしくお願いいたします。

平成21年 度遺跡発掘調査について

社会教育課 係長 伊 藤 秀 禾口

本年の遺跡調査は、開発事業に関連 した確認調査

が 5遺 跡、緊急雇用創出事業に関連 した試掘 ・確認

調査が 1遺跡、 1地 区を対象に行われた。

1 古 見道遺跡 一 近 世 ―

所 在  地   加 茂市下大谷地内

調 査 面 積  約 150ぱ

調 査 期 間  平 成 21年 4月 30日

調 査 原 因  ほ 場整備 (個人による区画整理)

調査の概要

古見道遺跡は大谷川右岸の丘陵裾部に立地する縄

文時代の遺跡と考えられていた。 し かし、今回の調

査では近世の集落跡が確認された。柱根を遺すピッ

トや土坑など約 170基 の遺構が明陳に確認されデ

出土遺物は少なく、石製品 (砥石)1点 、陶磁器 1

点のみであるが、陶磁器は肥前の磁器で 17世 紀前

半頃と考えられる。また、柱根については分析の結

果、樹種はクリであることが判明した。

図 1 古 見道遺跡 位置図
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2 川 向遺跡 一 縄文晩期 ―

所 在  地  加 茂市下高柳地内

調 査 面 積 約 17ポ

調 査 期 間 平 成 21年 7月 7日 ～ 7月 21日

調 査 原 因 学 術調査 (緊急雇用創出事業)

調査の概要

川向遺跡は加茂川左岸の比較的狭い段丘上に立地

する。現況は山林である。川向遺跡は加茂市におい

て最も古くから遺跡として把握されていた地点であ

ったが、遺跡の詳 しい内容については不明な点が多

いままであつた。今回の調査では3ヶ 所に トレンチ

を設けた。全ての トレンチからピット、土坑などの

遺構が確認され、縄文土器や石器が多く出土した。

縄文土器は粗製土器が主体であるが、文様の特徴か

ら縄文晩期のものである。石器には石鏃や磨製石斧

がある。加茂川上流部に営まれた貴重な縄文晩期の

集跡である。

図3 川 向遺跡 位置図

3 馬 越遺跡 ・太田遺跡 口荒又遺跡 B新堀遺跡

一古代 ・中世一

所 在  地  加 茂市下条地内

調 査 期 間 平 成 21年 10月 5日 ～ 11月 10日

調 査 原 因 県 営ほ場整備事業吉津川地区

調査の概要

ほ場整備事業の暗渠工事に伴 う掘削工事の際に立

会い、遺構の確認 と遺物の採集を行つた。これまで

の発掘調査の成果と同じく、馬越遺跡、太田遺跡、

荒又遺跡からは、古墳～中世の上器が出土した。新

堀遺跡からは遺物、遺構ともに確認されていない。

4 下 大谷地区 一 化石調査 一

所 在  地  加 茂市下大谷地内

調 査 期 間 平 成 21年 7月 6日 、 9月 14日 ～

11月 20日

調 査 原 因 学 術調査 (緊急雇用創出事業)

調査の概要

調査地は大谷川右岸の三柱神社北側にある露頭で

ある。露頭は新潟大学。卜部厚志先生の観察により、

新第二紀の地層で、寺泊層の下部に相当するとされ

た。化石は魚類や植物片が多数出上した。種の特定

は困難な資料が大半であるが、魚類の中で、 トゲウ

オの仲間と特定されたものがある。

図 5 下 大谷地区化石調査 位 置図
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加茂の経済人関真次郎と
日本画家土田麦悟、安田靭彦

加茂市文化財調査審議会

副委員長 長 谷川 昭 一

はじめに

関真次郎氏は、近代産業が成立する明治後期から

昭和初期にかけて、絹織物業にとどまらず、広く加

茂町産業の近代化の先頭にたつて業界をリー ドした

代表的な経済人であつた。氏はその一方で、日本美

術の良き理解者として、若くして他界した佐渡出身

の日本画家土田麦客 (ばくせん)を 経済的に支え、

また、文化勲章受章者の安田靭彦 (ゆきひこ)を 良

寛の書にひきあわせ、両者の芸術家としての才能を

大きく開花させた重要な人物でもあつた。このこと

は、真次郎氏の曽孫関岳夫氏が所蔵 しておられた麦

俸 ・靭彦両画伯の真次郎宛の多くの書簡が示してく

オしる。

ここでは、加藤信一著の 『新潟大学退官記念加藤

信一論文集』所収 「土田麦憾の書簡」と 『安田靭彦

の書簡』及び横山秀樹著の 『新潟県立万代島美術館

研究紀要』所収 「土田麦徳の関真次郎あて葉書」に

よつて、二人の日本画家と関真次郎のかかわりの一

端を紹介する。以下は敬称を略す。

1 関 真次郎の こと

関真次郎は、上条の商家関金六家の分家 「真次郎」

家の二代目として文久元年 (1861)に 生まれた。

初代真次郎のころから関東方面との商取引を営んで

いたが、明治28年 (1895)に 福井市から絹織

物の羽二重織りの技術を習得して帰郷した弟の真平

とともに、近代式大工場の北辰舎を設立して、絹織

物業へ進出した。

しかし、明治31年 (1898)発 行の 『越佐商

工人名録』には 「蒟蒻 (こんにゃく)粉 卸商関真次

郎 ・正絹製造北辰舎関真平」と記載され、当時はま

だ絹織物の製造を弟の真平が担当して、兄の真次郎

は関東方面から仕入れた蒟蒻粉の卸売りが主体であ

ったことをうかがわせる。

明治38年 の県立羽二重精錬所の加茂への建築に

あたっては、真次郎を中心とする誘致合戦が功を奏

し、新潟 ・長岡 ・三条 ・栃尾にうち勝った。また、

明治41年 には、蒸気機関による大規模な製材工場

加茂製材株式会社の設立発起人となり、後に取締役
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に就任 した。この他、加茂銀行の取締役など、この

ころの加茂経済界で幅広い活躍が目立つ (『力日茂市史

資料編 3』)。

大正 8年 (1919)に は絹織物での片腕であつ

た弟真平が死亡し、北辰舎の経営を含め、一切の責

任が真次郎の双肩にかかるようになるとともに、経

営は絹織物業に傾斜する。

昭和4年 (1929)で は、織物生糸業で350

円の営業収益税を納め、加茂町第 2位 であつた (『新

潟県商工人名録』)。

昭和 5年 、世界大恐慌が日本にも波及 し、 10月

には生糸価格が明治 29年 以来の安値にまで大暴落

を示すなど、各地で工場の閉鎖や倒産が相次いだ。

真次郎の事業も不況に巻き込まれ経営不振となり、

昭和 9年 には竹内栖鳳や土田麦徳の絵など547点

の所有美術品を売却しなければならなくなった (「関ジ

家蔵品入札競売目録」)。

昭和 11年 5月 12

日、加茂川の大橋畔で行

われた 「明治天皇布晒天

覧聖蹟碑」の除幕式に主

唱者 として夫婦で招か

れ、2年 後の昭和 13年

5月 17日 に 77歳 で

亡くなつている。加茂織物工業組合の監事であった。

2 土 田麦層の書簡

関真次郎に宛てた美術関係者からの書簡類は、土

田麦徳が、手紙 53通 、葉書 14通 。安田靭彦が、

42通 、京都相国寺の橋本独山禅師からが40通 残

つているという。このうち麦徳の書簡 67通 は、現

在、新潟県立美術館、万代島美術館の所蔵である。

麦徳と真次郎は、明治44年 11月 16日 から麦徳

の死の前年昭和 10年 まで、 24年 間にわたつて文

通を続けた。

最初の手紙は、麦徳が24歳 で京都専門学校 (現

京都芸術大学)別 科を卒業したところで、師の竹内

栖鳳の家から出されている。「未熟なる小生等に御清

嘱の義、誠に恐縮に存じ候」と真次郎が学校を卒業

したばかりの若手の画家に作品を注文したことがわ

かる。商用で京都へいくことの多かった真次郎が、

竹内栖鳳を通して 「新潟県出身の有望な画家」とし

て紹介されたことも考えられる。ちなみに、この絵

の代金は35円 であつた。



このころ、同門で後に文化勲章を受章した小野竹

喬を紹介 し、「価格の義は、寸法は非常に小さいもの

ですが、非常に苦心したものですから20円 位ゐは

御送 り願ひたひと思います」と同僚の作品まで売 り

つけている。「市内三条東洞院下ル東側、長谷川様方

関真次郎様」など京都市内宛が4通 が残る。

また、冬期間は避寒に熱海温泉へも行っていたと

みえ、 3通 が 「伊豆国熱海 新 玉屋 関 真次郎様」

となっている。大正期は新玉屋が定宿だつたらしく

安田靭彦も同じ旅館へ出したのが2通 ある。

麦徳の代表作となる 「大原女」製作について、モ

デル代等の費用に困つて 30円 の借用を申しでてい

る。文面は 「何卒金参拾円拝借願ひ度、誠に申し兼

ね候ひ しも、此度の出品大原女なる為、日々のモデ

ル費に閉口致し候、近々御上京遊ばされ候哉。小生

、ヵ来月十 日頃再び大原へ出掛ける考へに御座侯、先

は右御願ひ迄、早々頓首」である。真次郎が京都ヘ

くるのを首を長くして待っている様子が良くわかる

手紙である。

「大原女」は、大正4年 10月 に開かれた第 9回

文部省主催の美術展 (文展)に 出品して、3等 賞を

受賞した。この年

5月 か ら京都府

大原村 に滞在 し

て 「大原女」を描

いた。金地六曲一

双の屏風絵で、風

景 と人物 を融合

｀/し
、桃山障壁画を

紡彿 させ る装飾 土田 麦層 「大原女」 現在、東京 口山種美術館 所 蔵

3 安 田靭彦の書簡

安田靭彦の真次郎宛の手紙は41通 残つている。

最も古いとされるのは、2月 7日 付けで 「良寛上人

伝、此の度御恵贈を辱ふし御芳情の程、御厚礼申上

候。過 日拝見の上人の御筆は、実に忘れ難きものに

これあり候」という文面である。靭彦が自身の思い

出を綴った 『書を思ふ』で、「大正元年の春だったと

おもふ。越後の加茂の関といふ老人が来られた時、

隅々、長歌を書いた一巻を見せて貰つて、万葉仮名

のほのぼのとした高古とも言へる美しさに打たれた。

それが良寛の書であった」と記されていることから、

大正元年と推定されている。

大正元年、真次郎は51歳 、老人というのは少々

気の毒な気がするが、真次郎との長い親交の中で、

靭彦にとっては 「ご老台」なのであろう。いずれに

せよ、先の麦徳 とほぼ同じ時期に文通が始まったと

考えられる。良寛の書に出合った靭彦は、以後良寛

への興味を深めていく。

大正 8年 の手紙に 「八年以前、尊台により給はれ

候良寛和尚との機縁は小生にとり多幸此上もなく、

この御恩恵は永く忘却すべからざるものに御座候」

とある。

最後 に安 田靭

彦の手紙の中で、

自身 と真次郎の

絵が書いてある

手紙を紹介する。

「寸暇庵老、青牛

生清談の図」と書

いてある。寸暇庵

を追求 した作品として高い評価を受けている。

真次郎は麦徳の絵を加茂の主要な人々に紹介 した

ようで、市)||、石日、皆川、服部又七など、加茂町

の資産家の名前がでてくる。なかでも石田友蔵 (紺

友様)が 大正 7年 に良寛の書を麦客に送ったのが注

目される。

麦徳は大正 10年 から12年 までヨーロッパヘ取

材旅行にいき、ヨーロッパ各地の美術館や名所を巡

つている。この旅費についても真次郎は援助を惜し

まなかったようで、出発直前に餞別の礼状をだすと

ともに、ヨーロッパ各地から10通 の絵葉書を出し

ている。この絵はがきは、昨年、長岡の県立美術館

で開かれた特別展に展示された。

は真次郎で青牛生は靭彦の別号。真次郎は晩年、耳

が遠くなっていたようで、長いラッパ状のものを耳

にあてて話 している図がユーモラスで、いかにも心

温まる絵である。

( ラ イ/
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平成 21年 度の歩み

1入 館者数 (平成 21年 4月～平成 22年 3月 )

区 分 市 内 市 外 計 団 体

大  人 260 424 684 5

小中学生 270 47 317 0

計 530 471 1,001 5

2資 料収集の状況

本年度は、8名 の方々から計 19件 163点 の資

料をご恵贈いただきました。厚く御礼申し上げます。

(寄贈品名〉

墾。ドリル・ヤスリ・飽類・窮
り
類・バリカン

・葵禄 宵讐旗・村縄・雲・深縮,ばんどり・

わらじ・除草機 ・ばつこ ・綿線線 ・屋根ふき ・

すた。馬鍬個誰式、難 氏)・宙議筆(ハッタン)。
すき。軍隊用乗馬用蘭揺・緑入れ篇天聾・

紙紫経・警格
〈寄贈者ご芳名〉

小 柳  菊  治  様

佐 藤 久 雄 様

坂 上 幸 彦 様

茂 岡  明 与司 様

レファ レンス ・サー ビス (問い合わせ 30件 )

◇ 4年 生の児童を加茂川源流へ連れて行きたいが、

道はあるか。また、どんな様子か。

◇青海神社の古い時代の建物の配置について。

◇加茂の考古の資料がほしい。

◇加茂市内の城跡の地図はないか。

◇桐箪笥取材をさせてほしい。

◇全国を回つているが、加茂の山城、文化財の位

置が知 りたい。

◇上条城と下条城の位置が知 りたい。

◇須田地区の遺跡があるか。

◇永井慈現の資料が欲 しい。

◇加茂市史 (旧版)の 下巻がほしい。

◇ 加茂地内にあるNTTド コモの数箇所の鉄塔

について、埋蔵文化財包蔵地であるかどうかの

調査が、過去になされたのかどうか。

博物館実習生受入れ

期 間  9月 7日～9月 15日

阿 部

中 山

有 本  増

様

様

様

一房

勇

一二

人 数  2名

新潟大学 ・教育人間科学部 学 生 1名

人文学部    学 生 1名

古文書講座

【第 1回】平成21年 9月 1日

時 間  午 後 7時～8時 40分 (毎回) =

会 場  加 茂市公民館第 1研修室 (毎回)

講 師  加 茂市文化財調査審議会

委員長 溝 日 敏 麿 先 生

受講者 51名

テーマ  「青海神社と新発日藩の関わり」

明治期の資料から、青海神社と新発

田藩の関係を解き明かす。

溝 口 敏麿 先 生

【第 2回 】

講 師

受講者

テーマ

【第 3回 】

講 師

受講者

テーマ

平成 21年 9月 8日

加茂市文化財審議会

委員 関  正 平 先 生

36名

「俳諮書 『既望笠』を読む」

加茂市小橋出身の菊文 (村越七右衛

門)が 、旅先の地や各地の俳諧者から

寄せられた句をまとめた俳諸書 「既望

笠」を基に解説を加える。

平成 21年 9月 1 5日

加茂市文化財審議会

委員 佐 藤 賢 次 先 生

42名

「青海神社高橋神主の神仏分離の試み」

江戸時代の青海神社について、神仏

習合の社から仏教色を排斥し、吉田神

道に傾倒する過程を、古川神主が新発

田藩に訴えた文書から読み取る。



【第 4回 】

講 師

受講者

テーマ

佐藤 賢 次 先 生

平成 21年 9月 24日

加茂市文化財審議会

副委員長 長 谷川 昭 一 先 生

34名

「明治初期種痘の関連文書を読む」

明治 9年 大谷村の種痘児取調御届や

明治 11年 の種痘謝礼送書、明治 28年

事務報告などを読み、当時の種痘児の

慈現の親は三代目の宗智である。慈現は、父

の宗智より、「医業を以つて生業とせよ」と

諭され独立し、寺に伝わる秘薬 (神脳丸)を

源に、精神病者の施療をしたと思われる。

も フランスにおけるピネルの頭彰は世界周知

の事柄であるが、ピネルの精神病者の開放と

い う劇的な業績より1世 紀近 く前の時代か

ら精神病に取り組んだ日本の漢方医こそ、世

界中から賞賛されてしかるべきであろう。

7 特 別歴史講演会

日 時  平 成 22年 3月 20日

会 場  加 茂文化会館 小 ホール

受講者 170名

講 師  立 教大学名誉教授

藤木 久 志 先 生

演 題  「戦国を生きた人々」

藤木先生は旧東請原郡上川村でご幼少を過ごされ、英語教師で

あつたお父様の勤務の関係で、須田中学校、加茂高校に学ばれた。

講演会前日の3月 19日 には、縁の深い須回の地で、小学6年生

と保護者、教職員を前に、上杉謙信について熱く語られた。

<内  容 >

も 戦国時代は大名だけが武器を持っていたわけ

ではなく、農民も弓や槍で戦 う能力を持ってい

た。敵軍の兵檀 部隊を襲 うこともあつた。

じ

年齢や代金などを読み取る。

【第 5回 】平成 21年 9月 29日

講 師  加 茂市文化財審議会

委員 丸 山 朝 雄 先 生

受講者 41名

テーマ  「 北潟の新田開発」

現在の北潟村の元和～延宝年間の開

作免状や開発請状を解読 し、新田開発

の状況を組解く。

し
6 歴 史講演会

日 時  平 成 21年 11月 14日 (土)

会 場  加 茂市公民館 第 1研 修室

受講者 43名

講 師  加 茂市文化財審議会

委員 丸 山 朝 雄 先 生

演 題  「精神病施療の先駆者

永井慈現について」

<内  容 >

§ 享保の時代から 9代 にわたり 9人 の慈現

(同一名)が 、この地で200年 にわたって

精神病者の施療にあたってきたことは驚くべ

きことである。

も 慈現家の成 り立ちを、順行寺の系譜から解

き明かす。永井麟 等の元祖は宗祐といい、

立
教
大
学
名
誉
教
授

藤
木

久
志

先
生

丸山 朝 雄 先 生



も 戦国の戦争は、食 うための戦争、生き延びる

ための戦争であった。上杉謙信は、農閑期に兵

を出した。関東の実りを求めて出兵したり、大

阪城篭城では、農民が備兵のような形で参加 し

たりした。

も 戦争が稼ぎ場になることもあつた。食料、物

品、牛馬、人間といわず、「乱取り」をしたり、

さらわれた親戚・縁者を買い戻 したりする習慣

もあつた。また、人身の売買も日常のように行

われ、後の秀吉による 「人身売買禁止令」につ

ながった。

も 戦火や略奪から身を守る避難所の役割を果た

したのが各地の城や神社であった。天守閣のあ

る城ではなく、山の上に築かれた山城や麓の館

などである。加茂の場合は、青海神社の背後に

要害山城、浜筋ミ札峯城、危検首城が連なっている。
城や神社は、加茂の住民の避難場所であつた可

能′性がある。

歴史講演会

11月 に開催の予定 (同時は未定)

会場 加 茂市公民館 第 1研修室

講師 加 茂市文化財調査審議会委員

関 正 平 先 生

特別歴史講演会

平成 23年 3月 19日 (土)

会場 加 茂文化会館小ホール

講師 加 茂市文化財調査審議会委員

山崎 完 一 先 生

<新 規事業>

加茂市の遺跡に触れる会 (仮称)

開催 日時 ・会場は要望に応 じて随時実施

昔の加茂 を映像 でふ り返 る会 (仮称)

開催 日時 ・会場は未定

※ 加 茂市民俗資料館では、平成 22年 度、新たに

これら二つの事業の実施に取り組んでまいります。

【編集後記】

◆ 新 館長のあいさつ文にもあ りますように、民

俗資料館 も幾多の変遷をた どりなが ら現在に至

つています。社会の変化も急激に進み、やや もす

ると足元を見失いそ うにもな ります。そんな時、

私たちの祖先が英知を結集 して創造 してきた文

化財を、もう一
度立ち止まって見つめ直すことも

意義のあることと思います。新規事業にも順次取

り組んでいきますので、多数の方々のご利用をお

待ちしてお ります。

◆ ご 多忙の中、玉稿をお寄せいただいた長谷川

昭
一氏に深 く感謝申し上げます。

平成22年 度の事業予定

資料の収集 ・調査 ・展示 随 時

レファレンスサー ビス 随 時

古文書講座

第 1回  8月 30日 (月)

第 2回  9月  7日 (火)

第 3回  9月 14日 (火)

第 4回  9月 21日 (火)

第 5回  9月 28日 (火)

会場 加 茂市公民館

時間 午 後 7時 ～ 8時 4

関  正 平 先生

満口 敏 麿 先生

佐藤 賢 次 先生

長谷川昭一 先生

丸山 朝 雄 先生

0分

!加茂市民俗資料館
■開館時間 9iOO～ 17iOO

■休 館 日 月 曜日、毎月第1,3,5土 日曜日

視日、年末年始

※ lBし、4,5月 は月曜日のみ (祝日に当た

るときは次の平日)
■入 館 料 無 料

■展示内容 市 指定文化財を含む、者古 ・民俗 ・歴史資料

約 1200点

■加茂駅か ら徒歩 8分

お車でお越しの方は,力B茂山公園駐車場をご利用ください

〒959-1372新 潟県加茂市大字加茂229番 地 1

TEL/FAX:0256-52-0089

E―mail i minzoku③ city.kamo.ntigataJp

文
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加茂山公田 FT青 海神社


